
 

暖かくなり、虫たちが園庭にではじめました。 

小さなダンゴムシを食い入るように見つめています。 

まだ虫の扱いが分からずに、足を引っ張ろうとする子がいました。 

「ダンゴムシさんのお母さん、待ってるかなぁ」と声をかけると 

ダンゴムシを手で包むようにして、 

草に放ち、手を振ってバイバイするこどもたち…      

 

 

「こんにちは」 

「どこいくの？」 

と話しかけています 

大好きなママという 

キーワードで 

 

小さな子ども達が 

命に優しくできた 

瞬間でした 

親しみを込めて虫とかかわろうとする気持ちを受け止め 

自然との出会いで感じたこと、 

生命の不思議さや尊さを共有していきたいと思います。 


